


    悩み

     抗がん剤治療の効果について不安だ。 


    助言

    
              【病気や治療に向けて自分が行ったことを再確認する】




  
  治療を受ける前は、どういうものかイメージがつかないため、いろいろと悪い方へ考えてしまいがちです。また、自分が選んだ治療であっても、これでよいのかと迷いや不安が生じやすくなります。治療に関して不安を覚えたり、ご自分の未来を思いつらくなったりしても当然かもしれません。
ただ、これから受ける治療は、現段階で、総合的に最善だと判断された治療だと思います。治療についてわからない点があれば、担当医に確認することは大切ですが、先のことはそのときに、今自分は、先生や家族と共によく考え、自分とって一番良い治療を受けるのだと、治療を決めた自分自身を認めてあげましょう。


  




              【治療に対して不安があれば納得・理解のために行動する】




  
  治療方法や治療に伴うつらさなどへの不安や悩みがある場合、その根底には治療への理解が不十分であったり、未知の事柄への漠然とした不安があったりということがあります。
そこで、納得いくまで担当医にわからない点を確認したり、がんや治療方法について書かれた本を読んだり、インターネットで調べたりしてみましょう。
担当医に確認する際には、外来などでは時間も短いため、効率的に確認できるように、わからない点、もう一度説明してほしい点などを整理してメモ書きにしておき、そのメモを見ながら、あるいは担当医に渡しメモに沿って説明を聞くなどの工夫をしてみましょう。
インターネットや本で調べる際には、その情報が信頼できる情報かどうか気をつける必要があります。また、あらかじめ、自分のがんがどういう性質なのか、病期（病気の段階、ステージ）はどうなのかをよく理解した上で調べる必要があります。がんの性質や病期によって、適切な治療が異なる場合がありますので注意が必要です。
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